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 今度は、『「Zoom疲れ」の⾃分研究』とは違う作者が、「zoom疲れ」の事例研究について考察していきます。ピアサポートル
ームでは、今まで、「オンライン談話室」「よもやま語らいゼミ」などのイベントを開催してきました。その中で、どのような原因
によって「zooom疲れ」が⽣じるのか、イベントではどのような対応を検討しているのか、整理してみました。
☆zoom疲れの原因分析
まず、なぜ疲れるのか『「Zoom疲れ」の⾃分研究』の分析も参考に4つ整理してみました。
(1)コミュニケーションがとりづらい
 ・相⼿のリアクションがわからない
 ・沈黙の時間があると不安になる
(2)私的な空間が脅かされる感じがある
 ・⾃分/相⼿の部屋の⾳や映像が⾒えてしまう
 ・初対⾯の⼈といきなり電⼦空間上で会う違和感
(3)情報量が多い
 ・対⾯よりも逆に相⼿の表情が⾒えてしまう
 ・⾃分のpcのメールやアプリの通知が⽬に⼊る
(4)体⼒的にもつらい
 ・pcの⾒過ぎによる眼精疲労や頭痛、椅⼦の座りすぎによる腰痛や運動不⾜など
このような例は⾝に覚えがあるという⽅もいらっしゃるかもしれません。
☆イベントでの⼯夫
それでは、イベントではどのような⼯夫をしているのでしょうか。(1)、(2)、(4)に即してご説明をしましょう。
(1)コミュニケーションがとりづらい
 ・最初に、参加者にどのようなコミュニケーション⼿段を取りたいか、確認をしています。チャットがいいのか、マイクだけはい
いか、カメラもいいか、など
 ・ピアサポーターはリアクションを⼤きめにとるように⼼がけています
(2)私的な空間が脅かされる感じがある
 ・カメラ・マイクのon/offは⾃由にしています。
 ・カメラやマイクをつけていても、on/offは⾃由ですよ、と声掛けをするようにしています。
(4)体⼒的にもつらい
 ・途中⼊場・途中退室を⾃由にしています。
 ・参加する⽅が疲れていないかどうか、こまめに配慮をしています。
☆「zoom疲れとどう付き合うか」
しかし、上記の原因は、まだ根本的に解決するのは難しいのではないか、と感じています。(1)は慣れることで緩和できるかもしれ
ませんが、(2)〜(3)zoomのようは電⼦媒体を使⽤しコミュニケーションをとる時どうしても⽣じてきてしまうのではないでしょう
か。
主催者側としてまだ課題があることは否定できませんが、zoomを使う上では疲れが⽣じてきてしまうんだ、と割り切って考えても
よいかもしれません。そうすることで、より「zoom疲れ」の対策にフォーカスして考えられるようになるからです。

☆終わりに

以上のような「zoom疲れ」の傾向と対策は、今後皆さんが授業のグループワークをしたり、zoomで会議やイベントを主催すると
きに役に⽴つかもしれません。私たちは、zoomという新しいメディアを使ってより良いコミュニケーションを取ろうと模索してい
るのだと思います。「疲れる」とはその裏返しではないでしょうか。だから、しっかりケアして前向きに授業やイベントに取り組み
たいものです。皆さんはどうお感じになりますか。
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